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日本の部門別エネルギー期限CO2排出量の推移 〈電気・熱配分後〉日本の部門別 ネルギ 期限CO2排出量の推移 〈電気 熱配分後〉
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日本の部門別CO2排出量の割合 〈各部門の間接熱排出量〉日本の部門別CO2排出量の割合 〈各部門の間接熱排出量〉
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２．CASBEE戸建-既存【試行版】C S 戸建 既存【試行版】

３．CASBEE戸建-健康チェックリスト戸建 健康チ ックリ ト

４．今後の課題今後の課題
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省エネ法の改正概要省エネ法の改正概要

省エネ法 特定住宅（建売）一次エネルギー消費量

工場
⇒基準設定 新設新設 H21.4.1～

特定建築物（住宅・事務所など）届出制
輸送

建築物

特定建築物（住宅・事務所など）届出制

第1種：2,000㎡以上

届出義務 H18 4 1
建築物

( 住宅、事務所、
店舗、ホテルなど ）

⇒届出義務 H18.4.1～

命令・罰則規定導入 H21.4.1～

第2種 300㎡ 2 000㎡未満第2種：300㎡～2,000㎡未満

⇒届出義務 新設新設 H22.4.1～

機械器具
※登録建築物調査機関登録建築物調査機関による省エネ措置の維持保全

状況に係る調査の制度化（新設）
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上記以外の建築物⇒努力義務（従来通り）



「建築物の省エネ法」の改正概要建築物の省エネ法」の改正概要

■300㎡以上の届出義務化
■年間150戸以上の戸建事業主に対する省エネ性能表示義務化

省エネ性能省エネ性能
表示義務化表示義務化

集合集合
戸建戸建
（建売）（建売）

届出義務届出義務
届出義務届出義務
罰則明確化罰則明確化

戸建戸建
（請負）（請負）

届出義務届出義務 罰則明確化罰則明確化

床面積（㎡）床面積（㎡）
2,0002,000300300
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事業主省エネ基準事業主省エネ基準
省エネ措置の配慮省エネ措置の配慮



住宅事業建築主の判断基準の概要住宅事業建築主の判断基準の概要

住宅の一次エネルギー消費量

＋ 断熱性能に基づく基準

目標年次 施行年度（2009年）から 年後 2013年度■目標年次：施行年度（2009年）から５年後の2013年度

■基準一次エネルギー消費量：
目標年度までに、建売戸建住宅が目指す省エネ性能を
基準一次エネルギー消費量として設定（設備込みの基準）

■断熱性能：
建物の省エネの基本となる断熱性能も考慮

設備機器の技術進歩は目覚しく、10年後の住宅における一次
エネルギー消費量を予想することは難しい。
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⇒５年後を目標年度とし、３年後に動向を確認し適宜見直す。



住宅事業建築主の判断基準の概要住宅事業建築主の判断基準の概要

住宅の一次エネルギー消費量＋断熱性能に基づく基準

プ

2013年度の目標基準

高
い 2013年度の目標基準

高
い

目標年次に基準を達成するまでのプロセスのイメージ

新シリーズ

新シリーズ

能 新シリーズ

新シリーズ

能

省エネ性能改善

新シリ

省
エ

ネ
性

能

省エネ性能改善

新シリ

省
エ

ネ
性

能

シリーズ廃止

省

シリーズ廃止

省

2009年

施行年次

2013年

目標年次

シリーズ廃止

低
い

2009年

施行年次

2013年

目標年次

シリーズ廃止

低
い
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施行年次 目標年次

各年度の建売戸建住宅の平均の省エネ性能水準

住宅事業建築主が新築・販売する建売戸建住宅

施行年次 目標年次

各年度の建売戸建住宅の平均の省エネ性能水準

住宅事業建築主が新築・販売する建売戸建住宅

各年度の建売戸建住宅の平均の省エネ性能水準

住宅事業建築主が新築・販売する建売戸建住宅



住宅事業建築主の判断基準の概要住宅事業建築主の判断基準の概要

算定の対象となる一次エネルギー消費量

【算定の対象となる設備】

空気調和設備

断熱性能 暖冷房設備
換気設備 照明設備 給湯設備

断熱性能 暖冷房設備

太陽光発電設備等の効果も考慮

次 ネルギ 消費量を算定し 省 ネルギ 性能を評価

太陽光発電設備等の効果も考慮

一次エネルギー消費量を算定し、省エネルギー性能を評価

※省エネ法上、建築設備に位置づけられている設備を対象。昇降機は建売戸建
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※省エネ法上、建築設備に位置づけられている設備を対象。昇降機は建売戸建
住宅では殆ど設置されないため除外。太陽光発電は省エネ法上は位置づけら
れていないが、昨今の動向から評価の対象とした。



戸建住宅にかかる「住宅省エネラベリング」制度戸建住宅にかかる 住宅省エネラ リング」制度

【評価方法】

１．第三者評価：
登録建築物調査機関の評価を受けた上で表示する場合

２．自己評価：
建築主等が自ら性能を評価して表示する場合
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住宅版エコポイント制度の対象住宅版エコポイント制度の対象
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１．省エネ法改正等の施策省 ネ法改正等の施策

２．CASBEE戸建-既存【試行版】C S 戸建 既存【試行版】

３．CASBEE戸建-健康チェックリスト戸建 健康チ ックリ ト
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CASBEE戸建-既存【試行版】CASBEE戸建 既存【試行版】

（１）背 景

①既存の戸建住宅は、概ね2,600万戸
→我が国に存在する住宅の半数以上→我が国に存在する住宅の半数以上

②このうち、約４割は昭和５５年以前に建築②このうち、約４割は昭和５５年以前に建築
→新耐震基準以前：低い耐震性能
→省エネ基準以前：低い省エネ性能→省エネ基準以前：低い省エネ性能

③既存の戸建住宅の性能が不明③既存の戸建住宅の性能が不明
→既存住宅を対象とした日本住宅性能表示

制度の利用割合が低い
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制度の利用割合が低い



CASBEE戸建-既存【試行版】

④日本の住宅ストック全体の環境性能を向上

CASBEE戸建 既存【試行版】

させるためには、新築住宅だけでなく既存
住宅の性能向上が不可欠住宅の性能向上が不可欠

⑤よりよい改修や建替えを推進するためには、
既存住宅の性能 改善点の確認が必要既存住宅の性能・改善点の確認が必要

環境性能の視点から幅広く既存住宅を評価

（２）CASBEE戸建-既存開発のねらい

環境性能の視点から幅広く既存住宅を評価、
日本の住宅ストック全体の環境性能の向上に
つなげる
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つなげる。



CASBEEすまいシリーズの展開

評価対象 新築 既存 改修 備考

CASBEEすまいシリ ズの展開

評価対象 新築 既存 改修 備考

集合住宅系

住棟全体 ●※ ●※ ●※

※CASBEE建築系

将来すまいシリー
ズとして統合予定

住戸単体 ※ △ △
※CASBEE住戸ユニッ

住戸単体 ○※ △ △
※CASBEE住戸ユニッ
トを作成中

戸建 既存を試
戸建住宅系 ● ●※ △

CASBEE戸建‐既存を試
行版として公開
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●：公開済み ●：今回試行版公開 ○：作成中 △：検討中



CASBEE戸建ツールの展開CASBEE戸建ツ ルの展開

簡易評価ツール 詳細評価ツールチェックリスト

新
CASBEE戸建‐新築

新
築
住
宅
ツ
ー

主として設計図書に基づき、新築住
宅の性能を客観的に評価するツール。

設計者・専門家が 戸建住宅に求めー
ル

設計者・専門家が、戸建住宅に求め
られる性能項目を総合的に評価する。

既存住宅チェックリスト CASBEE戸建 既存（簡易版） CASBEE戸建 既存

既
存
住
宅

既存住宅チェックリスト

現在居住している住宅の環境性能に
ついて、居住者自身が自己診断する
チェックリスト。

CASBEE戸建‐既存（簡易版）

現場で比較的確認しやすい評価方法、
設計図面と築年数等から簡易に評価
する方法により、実際の住宅の性能
の目安を把握するツ

住宅の現況や、現況が反映されてい
る設計図書に基づき、評価時点での
既存住宅の実際の性能を客観的に評
価するツ

CASBEE戸建‐既存

宅
ツ
ー
ル

居住者自身が評価することで、住宅
性能に関する気づき、個人のニーズと
社会的に求められる性能項目・水準と
の位置関係を把握する。

の目安を把握するツール。 価するツール。

試行版とし 公開CASBEE健康‐チェックリスト

既存住宅チェックリストのうち、健康
関連項目に特化したチェックリスト

試行版として公開
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住まい方改善へフィードバック
改修設計へのフィードバック

住まい方改善・改修検討への
きっかけ



CASBEE戸建-既存【試行版】

（１）何を評価するのか

CASBEE戸建 既存【試行版】

①既存の戸建住宅の総合的な環境性能と
ライフサイクルCO2ライフサイクルCO2
→CASBEE戸建-新築と同様

②既存戸建住宅の評価時点の実力
→仕様だけでなく、その時点での状態を加味
→ただし暮らし方（実際のエネルギー消費量等）は

評価しない

③建設時の配慮など過去の実績も加味
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→建設廃棄物の削減、従前の自然環境の保全等



CASBEE戸建-既存【試行版】

（２）誰が使うのか

CASBEE戸建 既存【試行版】

①すまい手・既存住宅購入者

②住宅設計者やリフォーム事業者

③不動産事業者③不動産事業者

④金融機関④金融機関

⑤行政機関⑤行政機関

など
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CASBEE戸建-既存【試行版】

（３）どのように使うのか

CASBEE戸建 既存【試行版】

①既存住宅の環境性能を把握するツールとして
改修や建て替えなどの検討に活用→改修や建て替えなどの検討に活用

②環境ラベリングツールとして②環境ラベリングツ ルとして
→中古住宅流通時のアピール材料として活用

③既存住宅に対する融資等の条件として
→優良な中古住宅を優遇する指標として活用→優良な中古住宅を優遇する指標として活用

など
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など



CASBEE戸建-既存【試行版】

評価項目の構成、評価基準・レベルの設定は

CASBEE戸建 既存【試行版】

原則としてCASBEE戸建-新築と同じ

( )QとLを評価する QH (Quality)
すまいの環境品質

QとLを評価する
ための区分

LH (Load）
すまいの環境負荷
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すまいの環境負荷

敷地境界



CASBEE戸建-既存【試行版】

①評価項目の構成（評価対象範囲）

CASBEE戸建 既存【試行版】

建物本体に限らず、外構、居住者の持ち込み機器、
建物や設備に関する情報の管理、維持管理の計画
や実施状況、新築・改修時の省資源対策等過去の
取組みを含む。

ＱH : 環境品質が高いことを評価する
ＱH１ 室内環境を快適・健康・安心にする
Ｑ ２ 長く使い続けるＱH２ 長く使い続ける
ＱH３ まちなみ・生態系を豊かにする

LR : 環境負荷（Ｌ ）を低減する取り組みを評価するLRH : 環境負荷（ＬH）を低減する取り組みを評価する
※LRはLoad Reduction（環境負荷低減性）の略

LRH1 エネルギーと水を大切に使う

2 資源を大切に使いゴミを減らす
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LRH2 資源を大切に使いゴミを減らす

LRH3 地球・地域・周辺環境に配慮する



CASBEE戸建-既存【試行版】

②評価基準・レベル

CASBEE戸建 既存【試行版】

現在建設される一般的
な戸建住宅がレベル３。

2-1　すまいの環境効率（BEEランク&チャート）

な戸建住宅がレ ル３。

多くの既存住宅がBラ
ンクやCランクと評価さ 100

3.0 1.5 BEE=1.0

S: ★★★★★ A: ★★★★ B+: ★★★ B-: ★★ C: ★

ンクやCランクと評価さ

れると考えられるが、
最新の住宅と比較する

61

100

S A B+

B-
1.3

最新の住宅と比較する
ことで既存住宅の現況
のレベルを認識する

50

B
0.

のレベルを認識する。 45

0 50 100

0
C
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環境負荷 L



ライフサイクルCO2評価の考え方

ライフサイクルCO2の計算方法、レベルの設定
は原則としてCASBEE戸建-新築と同じは原則としてCASBEE戸建 新築と同じ

2-2　ライフサイクルCO2（温暖化影響チャート）

～0%: ☆☆☆☆☆ ～50%: ☆☆☆☆ ～75%: ☆☆☆ ～100%: ☆☆ 100%超: ☆

戸建標準計算

①参照値

②建築物の取組み

建設 修繕・更新・解体 居住 オンサイ ト オフサイ ト

100%

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

95%

95%

95%④上記+

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

（ kg-CO2/年・m2 ）
0 20 40

オフサイト手法
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的な住宅（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で

示したものです



ライフサイクルCO2評価の考え方（チャートの概要）

①参照値：一般的な住宅
（CASBEEにおけるオールレベ
ル3）のライフサイクルCO2。

＊戸建標準計算

ル3）のライフサイクルCO2。

②建築物の取組み：住宅の長寿
命化、高断熱化、設備の省エネ

＊戸建標準計算
化（コージェネレーションシステム
など）等による取組みを評価した
結果。結果。

③上記＋②以外のオンサイト手
法：太陽光発電システム等の敷
地内でのオンサイト手法の効果
を加えて評価した結果。

④ 法 グ

ライフサイクルCO2排出率によるランク付けの例

④上記＋オフサイト手法：グリー
ン電力証書,カーボンクレジットの

取得等敷地外のオフサイト手法
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ライフサイクルCO2排出率によるランク付けの例
(戸建標準計算) の効果を加えて評価した結果。

⇒戸建独自計算



１．省エネ法改正等の施策省 ネ法改正等の施策

２．CASBEE戸建-既存【試行版】C S 戸建 既存【試行版】

３．CASBEE戸建-健康チェックリスト戸建 健康チ ックリ ト

４．今後の課題今後の課題

26



CASBEE戸建-健康チェックリスト戸建 健康 ックリ
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チェックすべき内容のイメージ



BRE:HHSRS
(Housing Health and Safety Rating System)

Falling on stairs etcg
Average Likelihood and Health Outcomes for all Persons aged 60 
years or over, 1997 -1999

Spread of health outcomesDwelling type & age Average Average
年代別英国平均スコアとランク
Spread of health outcomesDwelling type & age Average 

likelihood 
1 in Class 1 

%
Class II 

%
Class III 

%
Class IV 

%

Average 
HHSRS 
scores

Pre 1920 218 2.2 7.7 22.1 68.0 169 (F)Houses ( )

1920-45 226 2.1 7.4 20.5 70.1 155 (F)
1946-79 256 1.6 6.6 21.6 70.3 115 (F)

Post 1979 256 1.4 6.3 25.3 67.1 111 ( F)建築年代の分類

Pre 1920 214 3.9 8.0 19.3 68.8 249 (E)

1920-45 263 1.6 2.8 20.1 75.5 96 (G)

Flats

1946-79 410 2.8 5.3 17.7 74.2 97 (G)

Post 1979 409 2.6 5.2 19.4 72.8 93 (G)

All 245 1 9 6 7 21 7 69 7 134 (F)All 245 1.9 6.7 21.7 69.7 134 (F)

事故発生頻度（記載数値件数の中で
1件発生，数値が大きいほど安全）

年代別、欠陥レベル
別の事故発生確率



BRE:HHSRS
(Housing Health and Safety Rating System)

【評価結果シート】
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WOODBOND 健康住宅チェックリストWOODBOND 健康住宅チェックリスト

• 住宅の物理的 設備的な条件だけでなく 居住者に住宅の物理的、設備的な条件だけでなく、居住者に
よる使い方に重きが置かれているところにある。また
回答に際して専門的な知識が必要ないところも特徴
としてあげられる。結果として、AからDのランク付け

と改良アドバイスが提示される。（冊子版では、更に
4段階の評価が付加されている ）4段階の評価が付加されている。）



WOODBOND 健康住宅チェックリスト
住宅に関する質問の結果

あなたのスコアはＣです。

あなたの住宅は快適性が
不足しています。不足は深
刻ではありませんが、改修
を考慮してもいいでしょうを考慮してもいいでしょう。

上記の結果は 高齢者に上記の結果は、高齢者に
は当てはまりません。この
グループには、スコアはＤ
となります。

あなたの住宅は快適では
ありません 不足は深刻でありません。不足は深刻で、
対応が必要です。・・・



CASBEE戸建ツールの展開CASBEE戸建ツ ルの展開

簡易評価ツール 詳細評価ツールチェックリスト

新
CASBEE戸建‐新築

新
築
住
宅
ツ
ー

主として設計図書に基づき、新築住
宅の性能を客観的に評価するツール。

設計者・専門家が 戸建住宅に求めー
ル

設計者・専門家が、戸建住宅に求め
られる性能項目を総合的に評価する。

既存住宅チェックリスト CASBEE戸建 既存（簡易版） CASBEE戸建 既存

既
存
住
宅

既存住宅チェックリスト

現在居住している住宅の環境性能に
ついて、居住者自身が自己診断する
チェックリスト。

CASBEE戸建‐既存（簡易版）

現場で比較的確認しやすい評価方法、
設計図面と築年数等から簡易に評価
する方法により、実際の住宅の性能
の目安を把握するツ

住宅の現況や、現況が反映されてい
る設計図書に基づき、評価時点での
既存住宅の実際の性能を客観的に評
価するツ

CASBEE戸建‐既存

宅
ツ
ー
ル

居住者自身が評価することで、住宅
性能に関する気づき、個人のニーズと
社会的に求められる性能項目・水準と
の位置関係を把握する。

の目安を把握するツール。 価するツール。

試行版とし 公開CASBEE健康‐チェックリスト

既存住宅チェックリストのうち、健康
関連項目に特化したチェックリスト

試行版として公開

32
住まい方改善へフィードバック
改修設計へのフィードバック

住まい方改善・改修検討への
きっかけ



CASBEE戸建-健康チェックリスト

①既存住宅において、居住者自らがチェックする

CASBEE戸建 健康チェックリスト

ための簡易な診断ツール。
②本人の気づき、改善、専門家によるチェックと②本人の気づき、改善、専門家によるチェックと

改修へと進むための入り口。
→「健康」をきっかけに既存住宅を見直す→「健康」をきっかけに既存住宅を見直す

③原因の特定はしない。あくまで気づくところまで。
④その後の対応は CASBEE 健康の範囲外④その後の対応は、CASBEE-健康の範囲外。
⑤ただし原因が特定できれば対策に関連する

情報が「健康維持増進住宅構成要素リスト」に
記載されている

33

記載されている



CASBEE戸建-健康チェックリストの内容

①「健康維持増進住宅構成要素リスト」から作成。

CASBEE戸建 健康チェックリストの内容

「基本」の中で住まいの自己診断に適した項目を
洗い出し、質問に変換洗 、質問 変換

②居住者自らチェックし、気づくことを目的とする。②居住者自らチェックし、気づくことを目的とする。
・既存住宅を対象としている
・簡易なチェックリスト簡易なチェックリスト

「CASBEE戸建-健康チェックリスト」

34

「CASBEE戸建 健康チェックリスト」



CASBEE戸建-健康チェックリストの作成方針

①答えやすい質問形式とするため 生活空間と生活

CASBEE戸建 健康チ ックリストの作成方針

①答えやすい質問形式とするため、生活空間と生活
行為を中心に整理する。

②アドバイスにつなげるための基本構成は保つ。

③重要度の高い質問を中心とする。

④全体のバランスも重要なので、分量なども検討する。④全体の ランスも重要なので、分量なども検討する。
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CASBEE戸建-健康チェックリストの作成方針

健康維持増進住宅構成要素リストの項目を

CASBEE戸建 健康チェックリストの作成方針

CASBEE戸建-健康チェックリスト用に生活者
の視点で再分類

空間 行為 チェック項目

グ ダ グ 食事 気 換気 音 振 転

CASBEE戸建-健康チェックリスト

I 予防 安全

健康維持増進住宅住宅構成要素リスト

リビング・ダイニング 食事・団らん 温熱、湿気、換気、光、音・振動、転倒

寝室 睡眠 温熱、湿気、換気、光、音・振動

キッチン 家事 換気、カビ、水道水、無理な姿勢、火傷

浴室 脱衣所 洗面 入浴 洗面 移動 温熱 湿気 換気 カビ 転倒

I 予防・安全

II 静養・睡眠

III 入浴・排泄・身だしなみ

IV コミュニケーション・交流 浴室・脱衣所・洗面 入浴・洗面・移動 温熱、湿気、換気、カビ、転倒

トイレ 排泄 温熱、換気、無理な姿勢

玄関 移動、靴の着脱 光、転倒、無理な姿勢

廊下・階段 移動 温熱 光 転倒

IV コミュニケ ション・交流

V 家事

VI 育児期対応

VII 高齢期対応 廊下 階段 移動 温熱、光、転倒

その他 － 異臭、防犯、プライバシー、転倒

家のまわり 移動 転倒、接触

VII 高齢期対応

VIII 自己実現・自己表現

IX 運動・美容
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CASBEE戸建-健康チェックリスト（案）

１．作成方針

CASBEE戸建 健康チ ックリスト（案）

・生活空間ごとに生活行為とあわせて質問する
・質問はできるだけ簡易でわかりやすくする。

２．構成２．構成
Ⅰ.リビング、ダイニング
Ⅱ 寝室

Ⅵ.玄関
Ⅶ 廊下・階段Ⅱ.寝室

Ⅲ.キッチン
Ⅳ 浴室・脱衣・洗面

Ⅶ.廊下 階段
Ⅷ.その他
Ⅸ 家のまわりⅣ.浴室・脱衣・洗面

Ⅴ.トイレ
Ⅸ.家のまわり
Ｘ.その他、気になること
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CASBEE戸建-健康チェックリスト（案）

３．質問形式（案）

戸建 健康チ ックリスト（案）

Ⅰ.リビング、ダイニング ←生活空間

1）夏 風が入らずに暑いと感じることがありますか？1）夏、風が入らずに暑いと感じることがありますか？
←厳しい条件について聞く

□よくある □たまにある □ない□よくある □たまにある □ない
←程度について聞く

2）夏、冷房が効かないと感じることがありますか？

□よくある □たまにある □ない□よくある □たまにある □ない

・・・・・・・
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１．省エネ法改正等の施策省 ネ法改正等の施策

２．CASBEE戸建-既存【試行版】C S 戸建 既存【試行版】

３．CASBEE戸建-健康チェックリスト戸建 健康チ ックリ ト

４．今後の課題今後の課題

39



今後の課題

・ 住宅・建築部の省エネ義務化

今後の課題

住宅 建築部の省 ネ義務化

戸建住宅、集合住宅の考え方戸建住宅、集合住宅の考え方

・ ZEB、ZEH、LCCM、 、

再生可能エネルギーの有効利活用

・ 既存ストックの改修

省エネルギー改修、健康改修
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